


2

広報まつかわ

あなたの想いを生かします

　東京２０２０大会に向けて、オリンピックフラッグ・パラリンピックフラッグが全国を巡回中。
　多くの方の記憶に残る大会となるよう、日本が一丸となって盛り上げていきましょう！

東京２０２０オリンピック・パラリンピック フラッグツアー

　２本の旗は１月１８日に松川町に到着。２１日までの４日間、中央公
民館えみりあに展示されました。大会の紹介パネルやビデオと一緒
に、多くの方に見ていただきました。　旗は伊那市、安曇野市と北上
しながら県内を巡り、これからも日本各地に引き継がれていきます。

　松川北小学校では、オリンピアンなどが教師役
となって子どもたちと交流する学校訪問イベント
が行われました。ゲストは北京オリンピック、ロ
ンドンオリンピックに出場した元競泳選手の伊藤
華英さん。児童たちに「目標をあきらめずに頑張
れる人になってほしい。人との出会いを大切にし
てください」と想いを伝えていました。
　実技の時間では、全学年混合チームでボールリ
レーや大縄跳びに挑戦！伊藤さんのアドバイスを
もとに、素晴らしいチームワークを見せてくれま
した。

　東京２０２０大会
では、全国の小
学生が大会マス
コットを決めま
す。オリンピッ
ク・パ ラ リ ン
ピックの理念や

マスコットの意義を学び、学級での話し合いを通
して、３つの候補から１つを選びます。４年生が
伊藤さんと一緒に考え、投票に参加しました。

　友情や努力の大切さ、多
様性の理解など教育的な
価値を持つオリンピック・
パラリンピックのテーマ
を教育活動に取り組む「オ
リンピック・パラリンピッ
ク教育実施校(愛称：よう
い、ドン！スクール)」と
して、認証書をいただきま
した。

主催者：東京都/東京２０２０組織委員会/JOC/JPC

１月１８日～２１日　フラッグ展示

１月１９日　小学校訪問イベント

マスコット投票 東京２０２０組織委員会より
「ようい、ドン！スクール」に認証されました！
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　コスタリカ、メキシコ、エルサルバド
ルから来日中の３人を招いて、交流会
を開催！子どもから大人まで２４人が集
まり、トルティーヤやアステカスープ
などの中米料理を作ったり、スペイン
語を使ったゲームや歌に挑戦したり、
みんなで楽しい一時を過ごしました！

　３人は自国で日本語教師をしており、
現在は埼玉で日本語教育研修に参加中。
なめらかな日本語で各国の紹介をして
くれ、参加者と日本語・英語・スペイン
語を使って交流を楽しんでいました。

　「コスタリカを楽しむ会」と称して、昨年
１１月にコスタリカを訪問された米山由子さ
ん(元生活改良普及員)・大平佳奈さん(中
央小学校栄養教諭)のお話を伺いました。
　お二人は、２０１６年から始まった「草の根
技術協力事業」の一環で、生活改善・栄養
指導を目的にオロティナ市へ派遣されまし
た。
※「草の根技術協力事業」とは、国が行う開
発途上国への支援の一つです。

１月１９日　～コスタリカコーヒーを味わいながら～『コスタリカを楽しむ会』

１２月２３日　笑顔いっぱい！『中央アメリカ交流パーティー』

会場ではコスタリ
カコーヒーを提供。
民芸品の展示も行
いました。

　現地でさまざまな課題を見つけ、活動されてき
たお二人ですが、「コスタリカから学ぶことも多
い」とのこと。物や環境が十分でなくとも前向き
に取り組む姿勢や、家族や仲間を大切にする愛情
深さが印象的だったそうです。
　互いに学び合える関係をつくり、交流を深めて
いきたいですね。

スペイン語のジャンケン！

リコ(おいしい)！

ピエドラ ！ティヘラ ！
パペル ！
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引
っ
越
し
に
伴
い
、他
に
も

次
の
よ
う
な
手
続
き
が
必
要
に

な
る
場
合
が
あ
り
ま
す
。各
係

ま
で
、お
問
い
合
わ
せ
く
だ
さ

い
。母子・乳幼児

に関すること

保健福祉課 保健予防係
☎３６−７０３４

保育園に関すること

こども課 保育園係
☎３６−７０２３

小・中学校・児童館
に関すること

こども課 学校教育係
☎３６−７０２３

　

こ
れ
か
ら
新
年
度
に
か
け
て
、

進
学
や
就
職
な
ど
新
生
活
を
ス

タ
ー
ト
さ
れ
る
方
が
多
く
な
る

時
期
で
す
。

　

住
所
が
変
更
に
な
る
場
合
に

は
、
住
民
異
動
届
な
ど
の
届
出

や
手
続
き
が
必
要
と
な
り
ま
す
。

　

う
っ
か
り
忘
れ
て
し
ま
う
と

不
都
合
が
生
じ
た
り
、
長
期
間

届
出
を
怠
る
と
過
料
に
罰
せ
ら

れ
た
り
す
る
場
合
が
あ
り
ま
す
。

　

不
明
な
点
な
ど
は
、
お
気
軽

に
お
問
い
合
わ
せ
く
だ
さ
い
。

転
出　

転
入　

転
居　

の
届
出

○
届
出
は
、
原
則
と
し
て
「
本

人
」
ま
た
は
「
同
一
世
帯
の

方
」
が
行
い
ま
す
。

○
印
鑑
・
本
人
確
認
資
料
（
免

許
証
、
パ
ス
ポ
ー
ト
、
個
人

番
号
カ
ー
ド
）
な
ど
を
お
持

ち
く
だ
さ
い
。

○
代
理
人
が
届
出
を
行
う
場
合

に
は
、
委
任
状
が
必
要
で
す
。

●
転
出
す
る
と
き
（
転
出
届
）

　

新
し
い
住
所
へ
異
動
す
る
前

に
手
続
き
を
し
て
く
だ
さ
い
。

・「
転
出
証
明
書
」
を
発
行
し

ま
す
。

・
転
出
の
届
出
に
は
新
住
所
の

記
載
が
必
要
で
す
。
方
書

き
・
ア
パ
ー
ト
名
・
部
屋
番

号
な
ど
も
分
か
る
よ
う
に
し

て
お
出
か
け
く
だ
さ
い
。

●
転
入
し
た
と
き
（
転
入
届
）

　

新
住
所
に
異
動
し
て
か
ら
、

　

日
以
内
に
手
続
き
を
し
て
く

１４だ
さ
い
。

・
転
出
す
る
際
に
発
行
さ
れ
た

「
転
出
証
明
書
」を
持
参
し
て

く
だ
さ
い
。

●
町
内
で
転
居
し
た
と
き

　
（
転
居
届
）

　

新
住
所
に
異
動
し
て
か
ら
、

　

日
以
内
に
手
続
き
を
し
て
く

１４だ
さ
い
。

＊
転
入
・
転
居
の
際
は
、
マ
イ

ナ
ン
バ
ー
通
知
カ
ー
ド
（
ま

た
は
個
人
番
号
カ
ー
ド
）
を

お
持
ち
く
だ
さ
い
。
カ
ー
ド

へ
新
し
い
住
所
を
記
載
し
ま

す
。

国
民
健
康
保
険

国
民
年
金 
の
手
続
き

　

進
学
・
就
職
し
た
と
き
に
は
、

国
民
健
康
保
険
や
国
民
年
金
な

ど
の
手
続
き
が
必
要
に
な
る
場

合
が
あ
り
ま
す
。

●
就
職
し
た
と
き

　

手
続
き
に
は
、
印
鑑
・
就
職

先
で
発
行
さ
れ
た
保
険
証
・
国

民
健
康
保
険
証
・
年
金
手
帳（　
２０

歳
以
上
）
が
必
要
で
す
。

●
進
学
し
た
と
き

　

手
続
き
に
は
、
印
鑑
・
学
生

証
（
写
）
ま
た
は
在
学
証
明
書
・

国
民
健
康
保
険
証
が
必
要
で
す
。

住
民
税
務
課　

住
民
係　

☎　

－

７
０
２
４

３６

　

平
成　

年
度
に
お
い
て
学
生

２９

納
付
特
例
制
度
に
よ
り
保
険
料

納
付
を
猶
予
さ
れ
て
い
る
方
で
、

引
き
続
き
平
成　

年
度
も
在
学

３０

予
定
の
方
に
、「
国
民
年
金
保

険
料
学
生
納
付
特
例
申
請
書
」

（
ハ
ガ
キ
様
式
）を
３
月
末
に
送

付
し
ま
す
。

　

ハ
ガ
キ
に
必
要
事
項
を
記
入

し
て
ポ
ス
ト
に
投
函
す
る
こ
と

に
よ
り
学
生
納
付
特
例
を
申
請

す
る
こ
と
が
で
き
ま
す
。
こ
の

場
合
、
在
学
証
明
書
ま
た
は
学

生
証
の
写
し
を
添
付
す
る
必
要

は
あ
り
ま
せ
ん
。

問　

飯
田
年
金
事
務
所

☎　

－

３
６
４
１

２２

　
　
　

住
民
税
務
課　

住
民
係

☎　

－

７
０
２
４

３６

国
民
年
金
保
険
料

学
生
納
付
特
例
の

申
請
に
つ
い
て

～
来
年
度
も
引
き
続
き

学
生
の
方
へ
～
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児童手当・福祉医療
などに関すること

保健福祉課 福祉係
☎３６−７０２２

●１２５cc以下のバイクをお持ちの方
　　住民税務課　課税係　☎３６−７０４６
●免許証や車庫証明など
　　新住所管轄の警察署・運転免許センター
●自動車のナンバーなどの登録変更
　　運輸支局・検査登録事務所

介護保険
後期高齢者医療制度
に関すること

保健福祉課 高齢者係
☎３６−７０２２

上
下
水
道
の
手
続
き

○
届
出
は
、
水
道
使
用
開
始
や

休
止
予
定
日
の
３
日
前
ま
で

に
お
願
い
し
ま
す
。
必
要
な

書
類
は
、
環
境
水
道
課
窓
口

ま
た
は
町
ホ
ー
ム
ペ
ー
ジ
に

あ
り
ま
す
。

○
ア
パ
ー
ト
や
借
家
の
場
合
、

入
退
居
時
に
は
、
管
理
会
社

や
大
家
さ
ん
へ
連
絡
し
て
く

だ
さ
い
。

○
県
営
住
宅
の
場
合
は
、
退
居

者
と
入
居
者
が
、
そ
れ
ぞ
れ

に
手
続
き
を
行
っ
て
く
だ
さ

い
。

○
届
出
の
受
付
、
開
閉
栓
作
業

時
間

　

８
時　

分
～　

時　

分

３０

１７

１５

　
（
平
日
の
み
）

※
休
日
な
ど
に
つ
い
て
は
、
あ

ら
か
じ
め
ご
相
談
く
だ
さ
い
。

○
開
栓
時
・
閉
栓
時
手
数
料

　

そ
れ
ぞ
れ　

１
５
０
０
円

○
退
居
時
に
は
、
全
て
の
蛇
口

を
閉
め
て
く
だ
さ
い
。
特
に

冬
期
は
、
凍
結
防
止
の
た
め
、

不
凍
栓
な
ど
で
十
分
水
抜
き

を
行
っ
た
後
に
、
閉
め
て
く

だ
さ
い
。

●
水
道
を
使
う
人
が
変
わ
る
と

き
（
使
用
者
変
更
届
）

・
退
居
時
ま
で
の
水
道
料
等
を

精
算
し
、
以
降
は
、
次
の
入

居
者
へ
水
道
料
等
の
納
入
通

知
（
請
求
書
）
を
送
付
し
ま

す
。

●
長
期
に
渡
り
、
水
道
を
使
用

し
な
い
と
き（
使
用
休
止
届
）

・
使
用
休
止
日
か
ら
休
止
期
間

中
は
、
水
道
料
等
を
い
た
だ

き
ま
せ
ん
。（
閉
栓
手
数
料

が
発
生
し
ま
す
）

●
休
止
中
の
水
道
の
使
用
を
、

再
開
す
る
と
き

　
（
使
用
再
開
届
）

・
使
用
開
始
日
か
ら
水
道
料
等

が
発
生
し
ま
す
。（
開
栓
手

数
料
が
発
生
し
ま
す
）

　
　
　

環
境
水
道
課

　
　
　
　

上
下
水
道
係

☎　

－

７
０
２
６

３６

　

毎
月
、
金
融
機
関
や
役
場
へ

お
越
し
い
た
だ
く
手
間
が
省
け
、

ま
た「
う
っ
か
り
忘
れ
て
い
た
」

も
防
ぐ
こ
と
が
で
き
ま
す
。

　

口
座
振
替
の
お
手
続
き
場
所

は
、
役
場
・
支
所
・
金
融
機
関

窓
口
で
す
。
預
金
通
帳
と
届
出

印
を
お
持
ち
く
だ
さ
い
。

　

こ
の
時
期
の
役
場
窓
口
は
、

住
所
変
更
の
手
続
き
を
す
る
人

や
、
各
種
証
明
書
の
交
付
を
受

け
る
人
で
大
変
混
雑
し
、
長
い

時
間
お
待
ち
い
た
だ
く
こ
と
が

あ
り
ま
す
。

　

週
明
け
の
月
曜
日
や
週
末
の

金
曜
日
に
は
届
出
が
集
中
し
ま

す
。
水
・
木
曜
日
の
午
前
中
、

早
い
時
間
に
お
越
し
い
た
だ
く

と
比
較
的
待
ち
時
間
が
短
縮
で

き
ま
す
。

料
金
等
の
支
払
い
は

口
座
振
替
が
便
利
で
す
！

窓
口
で
の
混
雑
を
避
け
る

た
め
に
は
水
・
木
曜
日
の

午
前
中
が
お
す
す
め

早
め
の
届
出
・
手
続
き
で
、

気
持
ち
よ
く
新
生
活
を

始
め
ま
し
ょ
う
！

　

犬
と
一
緒
に
転
出
さ
れ
る
方

は
、
転
入
す
る
市
区
町
村
で
、

犬
の
住
所
変
更
を
行
っ
て
く
だ

さ
い
。

　
　
　

環
境
水
道
課　

環
境
係

☎　

－

７
０
２
６

３６

　

パ
ス
ポ
ー
ト
の
申
請
に
必
要

な
「
一
般
旅
券
発
給
申
請
書
」

は
役
場
に
も
あ
り
ま
す
が
、
申

請
窓
口
は
南
信
州
地
域
振
興
局

（
飯
田
合
同
庁
舎
）と
な
り
ま
す
。

必
要
な
書
類
を
そ
ろ
え
、
申
請

を
お
願
い
し
ま
す
。

問　

南
信
州
地
域
振
興
局

☎　

－

１
１
１
１

２３

　
　
　

住
民
税
務
課　

住
民
係

☎　

－

７
０
２
４

３６

引
っ
越
し
し
た
ら
、
犬
も

住
所
変
更
が
必
要
で
す
！

パ
ス
ポ
ー
ト
の
申
請
は

南
信
州
地
域
振
興
局
へ
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住みよいまちをつくります

恐

況

挟

狭

恭恭恭恭恭恭恭恭恭恭恭恭恭恭恭恭恭恭恭恭恭恭恭恭恭恭恭恭恭恭恭恭恭恭恭恭恭恭恭恭恭恭恭恭恭恭恭恭恭恭恭恭恭恭恭恭恭恭恭恭恭恭恭恭恭恭恭恭恭恭恭恭恭恭恭恭恭恭恭恭恭恭恭恭恭恭恭恭恭恭恭恭恭恭

狂狂狂狂狂狂狂狂狂狂狂狂狂狂狂狂狂狂狂狂狂狂狂狂狂狂狂狂狂狂狂狂狂狂狂狂狂狂狂狂狂狂狂狂狂狂狂狂狂狂狂狂狂狂狂狂狂狂狂狂狂狂狂狂狂狂狂狂狂狂狂狂狂狂狂狂狂狂狂狂狂狂狂狂狂狂狂狂狂狂狂狂狂狂

教
教
教
教
教
教
教
教
教
教
教
教
教
教
教
教
教
教
教
教
教
教
教
教
教
教
教
教
教
教
教
教
教
教
教
教
教
教
教
教
教
教
教
教
教
教
教
教
教
教

橋
橋
橋
橋
橋
橋
橋
橋
橋
橋
橋
橋
橋
橋
橋
橋
橋
橋
橋
橋
橋
橋
橋
橋
橋
橋
橋
橋
橋
橋
橋
橋
橋
橋
橋
橋
橋
橋
橋
橋
橋
橋
橋
橋
橋
橋
橋
橋
橋
橋

☆
平
成　

年
度 
３
次
募
集
採
択
結
果
☆

２９

　

町
内
の
２
つ
の
団
体
の
事
業
が
採
択
さ
れ
ま
し
た
。
そ
れ
ぞ
れ
地

域
を
大
切
に
す
る
想
い
の
つ
ま
っ
た
事
業
で
す
。
皆
さ
ん
の
ご
参

加
・
ご
協
力
を
お
願
い
し
ま
す
。

●
「
片
桐
宿
・
大
島
宿
」
歴
史
探
索
と
観
光
資
源
化
事
業

（
一
般
社
団
法
人
片
桐
宿
保
存
会
）

　

片
桐
宿
・
大
島
宿
は
、
江
戸
時
代
初
期
に
伝
馬
宿
と
し
て
新
設
さ
れ
、

伊
那
街
道
の
輸
送
・
流
通
の
中
核
と
し
て
賑
わ
い
ま
し
た
。
ま
た
、
幕

末
に
は
日
本
の
あ
け
ぼ
の
、歴
史
の
１
ペ
ー
ジ
に
関
与
し
て
い
ま
す
。

こ
の
貴
重
な
史
実
を
後
世
に
伝
え
、同
時
に
観
光
資
源
と
し
て
活
用

し
ま
す
。 

○
片
桐
宿
・
大
島
宿
に
関
す
る
セ
ミ
ナ
ー
の
開
催

●
Ｓ
Ｏ
Ｆ
Ｉ
Ｘ（
土
壌
肥
沃
度
）講
演
会　
（
松
川
有
機
農
業
研
究
会
）

　

有
機
農
業
を
基
本
と
し
、
酵
素
液
肥
Ｎ
Ｈ
１
に
よ
り
土
壌
の
養
分

や
微
生
物
の
活
性
化
に
取
り
組
み
、
有
用
性
を
確
認
し
ま
し
た
。
そ

こ
で
、
土
壌
肥
沃
度
の
先
陣
を
切
ら
れ
た
立
命
館
大
学
の
久
保
幹
教

授
の
講
演
を
開
催
し
ま
す
。 

○
Ｓ
Ｏ
Ｆ
Ｉ
Ｘ
講
演
会
の
開
催

 
☆
平
成　

年
度 
事
業
実
績
報
告
会
を
開
催
し
ま
す
☆

２９

　

今
年
度
は
、昨
年
度
よ
り
３
団
体
多
い　

団
体
が
ま
つ
か
わ
町
民
提

１１

案
型
ま
ち
づ
く
り
事
業
に
採
択
さ
れ
、事
業
が
展
開
さ
れ
て
い
ま
す
。

こ
の　

団
体
の
事
業
実
績
報
告
会
を
開
催
し
ま
す
。
地
域
で
活
躍
す

１１

る
団
体
の
ま
ち
づ
く
り
事
業
を
、
ぜ
ひ
お
聞
き
く
だ
さ
い
。

閲
覧
制
度

　

固
定
資
産
の
納
税
義
務
者
が

自
分
の
所
有
す
る
固
定
資
産
に

つ
い
て
、
固
定
資
産
課
税
台
帳

を
見
て
い
た
だ
き
確
認
で
き
る

制
度
で
す
。

○
閲
覧
で
き
る
方

・
固
定
資
産
税
の
納
税
義
務
者

・
借
地
・
借
家
人
な
ど
の
権
利

を
有
す
る
方

・
代
理
人
（
委
任
状
が
必
要
）

○
閲
覧
時
の
持
ち
物

・
印
鑑

・
納
税
通
知
書
（
前
年
度
分
）

（
な
い
場
合
は
運
転
免
許
証

な
ど
住
所
、
氏
名
が
確
認
で

き
る
も
の
）

・
当
該
資
格
を
証
す
る
書
類

（
土
地
の
賃
貸
契
約
書
な
ど

権
利
を
有
す
る
者
で
あ
る
こ

と
が
確
認
で
き
る
書
類
、
正

本
）

　

不
明
な
点
な
ど
は
、
お
問
い

合
わ
せ
く
だ
さ
い
。

　
　
　

住
民
税
務
課 
課
税
係

☎　

－

７
０
４
６

３６

縦
覧
制
度

　

土
地
ま
た
は
家
屋
の
納
税
者

が
、
土
地
ま
た
は
家
屋
の
価
格

な
ど
を
記
載
し
た「
縦
覧
帳
簿
」

を
見
て
い
た
だ
き
、
自
分
が
所

有
す
る
土
地
ま
た
は
家
屋
の
価

格
と
他
の
土
地
ま
た
は
家
屋
の

価
格
を
比
較
し
て
、
そ
の
評
価

が
適
正
で
あ
る
か
ど
う
か
を
確

認
で
き
る
制
度
で
す
。

○
縦
覧
で
き
る
方

・
町
内
に
土
地
・
家
屋
を
所
有

さ
れ
て
い
る
納
税
者
本
人

（
法
人
含
む
）

・
納
税
管
理
人

・
納
税
者
と
同
居
の
親
族

・
代
理
人
（
委
任
状
が
必
要
）

○
縦
覧
時
の
持
ち
物

・
印
鑑

（
法
人
の
場
合
は
、
来
ら
れ

る
方
の
印
鑑
と
は
別
に
法
務

局
の
登
録
印
が
必
要
で
す
）

・
納
税
通
知
書
（
前
年
度
分
）

（
な
い
場
合
は
運
転
免
許
証

な
ど
住
所
、
氏
名
が
確
認
で

き
る
も
の
）

　

平
成　

年
度
は
固
定
資
産
の

３０

評
価
替
え
の
年
で
す
。
今
回
の

評
価
替
え
で
は
、
航
空
写
真
や

現
地
調
査
な
ど
に
基
づ
き
、
よ

り
現
況
に
近
い
評
価
を
行
い
ま

す
。

　

地
目
に
変
更
が
あ
る
場
合
に

見
直
し
を
行
う
ほ
か
、
宅
地
な

ど
と
し
て
利
用
す
る
土
地
が
従

来
よ
り
も
拡
大
し
た
な
ど
の
理

由
で
、
税
額
が
上
昇
す
る
方
も

い
ま
す
。
ご
理
解
ご
協
力
を
お

願
い
し
ま
す
。

　

な
お
、
ご
自
身
の
課
税
状
況

を
確
認
し
た
い
方
の
た
め
、
縦

覧
・
閲
覧
期
間
を
設
け
て
い
ま

す
。
ご
利
用
く
だ
さ
い
。

縦
覧
・
閲
覧
（
共
通
）

○
期
間　

４
月
２
日
（
月
）
～

　
　
　
　

５
月　

日
（
木
）

３１

○
時
間　

８
時　

分
３０

～　

時　

分

１７

１５

（
平
日
の
み
）

○
場
所　

住
民
税
務
課
窓
口

○
料
金　

無
料

（
閲
覧
の
場
合
で
台
帳
を
持

ち
帰
り
た
い
場
合
は
１
枚　
５０

円
で
交
付
で
き
ま
す
）

平
成　

年
度
は 
固
定
資
産
の
評
価
替
え　

縦
覧
・
閲
覧
制
度

３０

ま
ち
づ
く
り
政
策
課 
ま
ち
づ
く
り
推
進
係 
☎　

－

７
０
１
４

３６

ま
つ
か
わ
町
民
提
案
型
ま
ち
づ
く
り
事

ま
つ
か
わ
町
民
提
案
型
ま
ち
づ
く
り
事
業業

　

日
時
：
３
月　

日
（
金
）　

時　

分
～

１６

１８

３０

　

場
所
：
役
場
２
階　

大
会
議
室　
　
　

内
容
：
事
業
内
容
の
報
告
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予
備
自
衛
官
補

・
資
格　

【
一
般
】

　
　

歳
以
上　

歳
未
満
の
者

１８

３４

【
技
能
】

　
　

歳
以
上
で
国
家
資
格
を
有

１８す
る
者
。（
保
有
資
格
に
よ

り
、　

歳
未
満
ま
た
は
、　

５３

５５

歳
未
満
の
者
）

・
受
付
締
切　

４
月
６
日（
金
）

・
試
験
期
日　

４
月
中
旬

幹
部
候
補
生

・
資
格

【
一
般
大
卒
程
度
試
験
】

　
　

歳
以
上　

歳
未
満
の
者

２２

２６

【
一
般
院
卒
者
試
験
】

修
士
課
修
了
（
見
込
含
）

　

歳
以
上　

歳
未
満
の
者

２０

２８

【
歯
科
・
薬
剤
科
】

専
門
の
大
卒
（
見
込
含
）

　

歳
以
上　

歳
未
満
の
者

２０

３０

（
薬
剤
は　

歳
未
満
）

２８

・
受
付
期
間

　
　

３
月
上
旬
～
５
月
上
旬

・
試
験
期
日　

５
月
中
旬

医
科
・
歯
科
幹
部

・
資
格

　

医
師
・
歯
科
医
師
の
免
許

　

取
得
者

・
受
付
締
切　

４
月
下
旬

・
試
験
期
日　

５
月
中
旬

技
術
海
上
・
航
空
幹
部

・
資
格

　
　

海　

大
卒　

歳
未
満
の
者

３８

　
　

空　

大
卒　

歳
未
満
の
者

４５

・
受
付
期
間

　
　

４
月
下
旬
～
５
月
中
旬

・
試
験
期
日　

６
月
下
旬

技
術
海
曹
・
技
術
空
曹

・
資
格

　
　

歳
以
上
の
者
で

２０

　

国
家
免
許
資
格
取
得
者
等

・
受
付
期
間

　
　

４
月
下
旬
～
５
月
中
旬

・
試
験
期
日　

６
月
下
旬

＊
資
格
な
ど
に
つ
い
て
は
、

　

条
件
に
よ
り
異
な
り
ま
す
。

　

詳
し
く
は
、
自
衛
官
募
集
ホ
ー
ム
ペ
ー
ジ
を
ご
覧
に
な
る
か
、

お
問
い
合
わ
せ
く
だ
さ
い
。

問　

自
衛
隊
長
野
地
方
協
力
本
部
飯
田
出
張
所　

☎　

－

２
６
１
３

２２

平
成　

年
度  
春
季
自
衛
官
等  
募
集
案
内

３０

ご希望の方はコミュニティ・カフェに入会のうえ、ご参加ください。

講演時間　14：00～15：00
講演場所　老人福祉センターコミュニティ・カフェ よろず講演会３月

講　師内　容日　程

松川町ふるさと大使 藤　和也 氏藤　和也コンサート３月１４日（水）
駒ヶ根市 ペパーミント春を呼ぶ大正琴の音３月１６日（金）
諏訪形自治会 北原　紀子 氏伊那谷の桜巡り３月２３日（金）

地域包括支援センター　緯36－6800

　

カ
メ
ム
シ
・
イ
ネ
ミ
ズ
ゾ
ウ

ム
シ
な
ど
の
越
冬
害
虫
駆
除
お

よ
び
果
樹
の
剪
定
枝
焼
却
を
目

的
と
し
て
、「
町
内
一
斉
土
手

焼
き
日
」
を
設
定
し
ま
し
た
。

こ
の
日
に
限
っ
て
は
、
町
で
消

防
署
へ
の
届
出
を
行
い
ま
す
。

＊
設
定
日
以
外
に
土
手
焼
き
な

ど
を
実
施
す
る
場
合
は
、
消

防
署
へ
の
届
出
を
必
ず
行
っ

て
く
だ
さ
い
。

日
時

　

３
月
３
日
・
４
日
（
土
・
日
）

　

両
日
と
も
８
時
～　

時
１２

注
意
事
項

・
あ
ら
か
じ
め
バ
ケ
ツ
な
ど
に

十
分
な
量
の
消
火
用
水
を
準

備
し
て
お
い
て
く
だ
さ
い
。

・
宅
地
や
山
林
な
ど
と
地
続
き

の
と
こ
ろ
は
、
特
に
注
意
し

て
行
っ
て
く
だ
さ
い
。

・
作
業
中
は
火
の
そ
ば
を
離
れ

な
い
よ
う
に
し
、
作
業
後
は

完
全
に
火
が
消
え
た
こ
と
を

確
認
し
て
く
だ
さ
い
。

　
　
　

産
業
観
光
課

　
　
　
　

農
業
振
興
係

☎　

－

７
０
２
７

３６

　

次
の
皆
さ
ま
か
ら
、
ご
寄
附

を
い
た
だ
き
ま
し
た
。
高
齢
者

や
障
が
い
者
、
生
活
支
援
な
ど

の
福
祉
サ
ー
ビ
ス
の
財
源
と
し

て
活
用
さ
せ
て
い
た
だ
き
ま
す
。

あ
り
が
と
う
ご
ざ
い
ま
し
た
。

代
田 
和
惠 
様
（
清
北
）　

万
円

１０

松
川
ロ
ー
タ
リ
ー
ク
ラ
ブ
様

     
５
万
円

国
際
ソ
ロ
プ
チ
ミ
ス
ト
飯
田
様

５
万
円

　
　
　

保
健
福
祉
課　

福
祉
係

☎　

－

７
０
２
２

３６

　

町
議
会
議
員
と
し
て
３
期　
１２

年
に
わ
た
り
在
職
さ
れ
、
町
政

の
伸
展
に
多
大
な
功
績
を
残
さ

れ
た
と
し
て
、
故
田
口
正
朗
氏

が
「
旭
日
単
光
章
」
を
受
章
さ

れ
ま
し
た
。

　
　
　

総
務
課　

行
政
庶
務
係

☎　

－

７
０
２
１

３６

  
ご
寄
附
を

い
た
だ
き
ま
し
た  

  
地
方
自
治
功
労
者
に

係
る
叙
勲  

町
内
一
斉
土
手
焼
き
日
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あなたの想いを生かします

　「行政主導から住民主体」へは、持続可能な地域づくりのキーワー
ド。公民館にも「参画と協働」の観点から大きな期待が寄せられて
います。
　絶滅の危惧にある町の天然記念物ツツザキヤマジノギクは、社会
教育委員の皆さんにより保護活動が進められていました。中央公
民館はその活動を「地域を知る講座」として位置付け、活動の拡大

を図りました。併せて、
短歌・絵手紙・写真団体の皆さんにも呼びかけ、文化活動として発
展させました。
　これら一連の活動は、ツツザキヤマジ
ノギクの保護の必要性に「気づき」、自然
環境について「学び」、関係団体と「つな
がり」、次へ継続させようとする「まちづ
くり」の実践の一つといえます。

　これからの公民館は現状の事業を評価するとともに、「町民が行う学習のサポート役」、「学習の成果をつな
げる役」に加え、ツツザキヤマジノギク保護活動に見る「さまざまな組織、団体、人をつなぐ役」の3つの役
割を柱に据え、多くの皆さんと関わりを持つ中で、新たな事業を創造していきます。

口コミが一番！チラシには町民の声も入れて
○チラシよりも口コミ。人から人へ。チラシの配布は興味の
ない人は見ない。口コミが一番。
○チラシ等を作る際、２回目以降のものに関しては、参加者の
感想を入れるとキャッチコピーにもなるし、インパクトも
あるのではないだろうか。
○生き方も多様化している。学びを欲している人に対して、
どうアプローチするかが大事。
○それぞれの集まりに際して、他行事のチラシを配るなどす
るのは有効。意識の高い人が集まっているところへ情報を
発信すれば効果は大きいはず。

珊珊珊珊珊珊珊珊珊珊珊珊珊珊珊珊珊珊珊珊珊珊珊珊珊珊珊珊珊珊珊珊珊珊珊珊珊珊珊珊珊珊珊珊
珊珊珊珊珊珊珊珊珊珊珊珊珊珊珊珊珊珊珊珊珊珊珊珊珊珊珊珊珊珊珊珊珊珊珊珊珊珊珊珊珊珊珊珊
珊珊珊珊珊珊珊珊珊珊珊珊珊珊珊珊珊珊珊珊珊珊珊珊珊珊珊珊珊珊珊珊珊珊珊珊珊珊珊珊珊珊珊珊

まちづくりと公民館 ― ツツザキヤマジノギクの保護活動に学まちづくりと公民館　―　ツツザキヤマジノギクの保護活動に学ぶぶ

文化系クラブの作品文化系クラブの作品展展

５０人が出席し、グループ討議を行いました。

天竜川河原での保護活天竜川河原での保護活動動

　中央公民館では、公民館報、チラシ、ホームページ、音声告知放送、新聞折込のまつかわカレンダーなどを
使い、情報を発信しています。その他にも実施する事業に関連のある団体に対し、手間を惜しまず、口コミ
（人と人とのネットワーク）での発信が効果的であることが見えてきました。

課題２　　公民館からの情報が届きにくい。発信の工夫が必要では?

ツツザキヤマジノギツツザキヤマジノギクク
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昨年９月に実施した「生涯学習に関するアンケート調査結果」から２つの課題が見えてきました。　
１１月２１日、この２つの課題をテーマに、教育懇談会を開催しました。当日は社会教育関係団体や関係機関の皆さん　　

○自主的学習意欲を発掘し、成長させることが大事。
今は公民館から出されたメニューに“乗るか乗ら
ないか”町民の皆さんが選択しているように思え
る。まずは町民の皆さんが意欲を持つにはどうす
べきかを考えた方が良い。
○公民館の手伝いを受けながらサークルの立ち上げ
を行うのがよいのでは。
○公民館は本来きっかけの提供の場であり、参加し
た方が人から人へとつなげて広がっていくことが
理想では。お茶のみ話などワイワイガヤガヤが大
切で、何気ない話から問題が出てくる、そして次
につながる。
○公民館事業が多すぎる。もう少し減らさないと“自
分の力で何かやっていこう”という気持ちも出てこ
ない。現在進めている事業を精査することも必要。

課題１　　公民館で行う学習や活動の意義は一体何だろう?

読み聞かせの会による活読み聞かせの会による活動動

　生涯学習の内容は大きく「楽しむ学習」と「役立つ学習」に分類されます。いずれの学習も人が豊かに生き
ていくために必要なものです。この「楽しむ」と「役立つ」の視点から、現在行っている事業を分類・整理し、
その活動が今以上に町民の皆さんが主体のものとなるようにしていきます。一方で、公民館は多くの人・団
体・組織と関わり、新たな取組みにつなげる役割も果たしていきます。

学習の主役は町民の皆さん！
中央公民館はサポート役

　中央公民館には、町民の皆さんの自主的・自発的
な学習を支援することが求められています。
　企画からお手伝いをする町民自主企画講座を浸
透させ、求めに応じていきます。

○公民館から声をかけてもらい演奏する機会が多
くありがたい。また、小学校の金管指導も行う
など地域貢献にも努めている。

○自分たちでやってきたことを発表したいという
気持ちを持ってもらいたい。一歩踏み出すこと
が大事。

○発表を目標に継続することがよいのでは。活動の
成果を見てもらうことも次への意欲につながる。
○読み聞かせの活動をしている。自分が学んでき
たことを子どもたちのために役立てたいと思っ
ている。

誰かのために学習の成果をつなげたい

　町民の皆さんの学習内容によっては、自分た
ちが楽しむだけでなく、成果を披露し、誰かの
ために役に立ちたいと考えている団体もありま
す。披露する機会を「つくり、つなぐ」ことも
公民館の大事な役割と考えます。
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住みよいまちをつくります

松
川
高
等
学
校

　

地
域
の
優
れ
た
指
導
者
を
お

招
き
し
て
授
業
を
行
い
ま
し
た
。

　

ま
ず
、
３
年
生
課
題
探
究
エ

リ
ア
「
環
境
緑
化
」
の
そ
ば
打

ち
で
す
。
飯
田
市
の
自
然
環
境

コ
ー
デ
ィ
ネ
ー
タ
ー
の
岡
井
武

司
さ
ん
を
講
師
に
、
生
徒
が
農

場
で
栽
培
し
た
そ
ば
粉
を
使
い
、

そ
ば
打
ち
を
し
ま
し
た
。
今
年

の
そ
ば
は
出
来
も
よ
く
、
お
い

し
い
そ
ば
が
出
来
上
が
り
ま
し

た
。
次
に
、
テ
ク
ノ
基
礎
エ
リ

ア
「
食
文
化
」
の
ケ
ー
キ
の
デ

コ
レ
ー
シ
ョ
ン
で
す
。
ケ
ー
キ

作
り
は
、

「
た
ま
ご
と

ミ
ル
ク
と
り

ん
ご
の
樹
」

の
パ
テ
ィ
シ

エ
堀
竹
宏
明

さ
ん
に
指

導
い
た
だ

き
、
苦
戦

し
な
が
ら

も
楽
し
く

ケ
ー
キ
作

り
が
で
き

ま
し
た
。

名
子
中
央
保
育
園

　

年
長
さ
ん
は
、保
護
者
会
か
ら

「
け
ん
玉
」を
い
た
だ
き
ま
し
た
。

　

今
ま
で
全
く
経
験
の
な
い
玩

具
に
、
最
初
は
ど
の
子
も
大
苦

戦
。
ま
ず
大
皿
に
乗
せ
る
事
が

出
来
る
よ
う
に
な
る
ま
で
に
は
、

か
な
り
の
努
力
が
必
要
で
す
。
ど

の
子
も
毎
日
、
け
ん
玉
を
手
に

取
り
、
友
だ
ち
と
励
ま
し
合
い

な
が
ら
頑
張
っ
て
挑
戦
し
ま
す
。

毎
日
の
努
力
が
実
っ
て
３
月
頃

に
は
「
も
し
か
め
」
の
歌
に
合

わ
せ
大
皿
と
小
皿
を
玉
が
行
き

来
す
る
技
が
出
来
る
よ
う
に
ま

で
な
り
ま
す
。
け
ん
玉
が
自
分

の
努
力
で
出
来
る
よ
う
に
な
っ

た
こ
と
で
、
ど
の
子
も
達
成
感

を
体
験
で
き
、
次
へ
の
挑
戦
意

欲
に
繋
が
っ
て
い
き
ま
す
。

年
長
さ
ん
、け
ん
玉
に
挑
戦
中
！

地
域
の
指
導
者
か
ら

学
ぶ
授
業

松
川
北
小
学
校

　

冬
晴
れ
の
１
月　

日
、４
・

１２

５
・
６
年
生
の
ス
キ
ー
教
室
が

行
わ
れ
ま
し
た
。

　

４
年
生
は
初
め
て
の
ス
キ
ー

教
室
で
し
た
が
、イ
ン
ス
ト
ラ

ク
タ
ー
の
先
生
の
丁
寧
な
ご
指

導
で
、午
後
に
は
、リ
フ
ト
に

乗
っ
て
上
か
ら
す
べ
る
こ
と
が

で
き
る
よ
う
に
な
り
、ス
キ
ー

の
楽
し
さ
を
感
じ
る
こ
と
が
で

き
ま
し
た
。５
・
６
年
生
は
、自

分
の
め
あ
て
を
も
っ
て
練
習
に

熱
心
に
取
り
組
み
、昨
年
よ
り

も
上
達
し
た
自
分
を
感
じ
な
が

ら
、友
だ
ち
と
一
緒
に
す
べ
る

こ
と
を
楽
し
ん
で
い
ま
し
た
。

冬
の
ス
ポ
ー
ツ
を
満
喫
し
た
一

日
と
な
り
ま
し
た
。

楽
し
か
っ
た
ス
キ
ー
教
室

松
川
中
央
小
学
校

　

１
月　

日
に
ス
キ
ー
教
室
と

１９

し
て
４
・
５
・
６
年
生
が
駒
ヶ
根

高
原
ス
キ
ー
場
へ
行
っ
て
き
ま

し
た
。

　

好
天
に
恵
ま
れ
絶
好
の
ス

キ
ー
日
和
、平
日
で
一
般
の
ス

キ
ー
客
も
少
な
く
、幸
い
で
し
た
。

　

経
験
な
ど
を
考
慮
し
た　

の
２６

班
に
分
か
れ
て
指
導
員
の
方
に

教
え
て
い
た
だ
き
ま
し
た
。最
初

は
、ス
キ
ー
を
付
け
て
歩
く
の
も

お
ぼ
つ
か
な
か
っ
た
の
に
、午
後

に
は
、ボ
ー
ゲ
ン
が
で
き
る
よ
う

に
な
っ
た
子
、最
初
か
ら
上
手
に

滑
れ
た
子
な
ど
、楽
し
い
一
日
と

な
り
、思
い
出
が
ま
た
一
つ
増
え

ま
し
た
。

ス
キ
ー
教
室 
上
達
し
ま
し
た

松
川
中
学
校

　

１
月
９
日
に
三
学
期
が
始

ま
っ
て
か
ら
、早
一
カ
月
が
経
ち

ま
す
。三
学
期
は
、一
年
の
ま
と

め
の
学
期
で
す
。

　

始
業
式
に
生
徒
代
表
よ
り
、三

学
期（
新
年
）の
目
標
の
発
表
が

あ
り
ま
し
た
。

　

校
長
先
生
よ
り
、漢
詩「
偶
成
」

に
つ
い
て
話
が
あ
り
ま
し
た
。

「
少
年
易
老
學
難
成　

一
寸
光
陰

不
可
輕
」に
つ
い
て
の
話
は
、皆

さ
ん
も
お
聞
き
に
な
っ
た
こ
と

が
あ
る
と
思
い
ま
す
。

　

少
年
と
い
わ
れ
て
い
る
中
学

生
の
こ
の
時
期
に
、単
に「
学
問
」

と
し
て
の
学
び
だ
け
で
な
く
さ

ま
ざ
ま
な
学
び
が
あ
り
、「
広
い

意
味
で
の
学
び
」が
大
事
に
な
っ

て
く
る
こ
と
を
話
し
て
い
た
だ

き
ま
し
た
。

　

長
い
よ
う
で
短
い
中
学
校
三

年
間
で
す
。一
年
一
年
大
切
に
過

ご
し
、そ
れ
ぞ
れ
が
掲
げ
た
目
標

を
達
成
し
て
欲
し
い
で
す
。

三
学
期
ス
タ
ー
ト
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春
は
卒
業
・
入
学
な
ど
、
出
会
い

と
別
れ
の
季
節
で
す
。
そ
ん
な
季

節
に
お
す
す
め
の
本
を
紹
介
し
ま

す
。

「
思
い
出
し
た
訪
問
」

　

エ
ド
ワ
ー
ド
・
ゴ
ー
リ
ー
に
よ
る
、

出
会
い
と
別
れ
を
描
い
た
大
人
向

け
の
絵
本
で
す
。独
特
の
絵
も
じ
っ

く
り
と
味
わ
っ
て
く
だ
さ
い
。

３
月
の
図
書
館
予
定

・
こ
ん
に
ち
は
絵
本
７
カ
月

　
　

１
日
（
木
）　

時　

分
～

１０

３０

□
ノ
ン
タ
ン
の
会　

　

ひ
な
ま
つ
り
ス
ペ
シ
ャ
ル

　
　
　

日
（
土
）　

時　

分
～

１０

１０

３０

・
こ
ど
も
ま
ん
が
教
室

※
満
員
に
な
り
ま
し
た

　
　
　

日
（
土
）　

時　

分
～

１０

１３

３０

・
こ
ん
に
ち
は
絵
本　

カ
月

１１

　
　
　

日
（
木
）　

時　

分
～

１５

１０

３０

●
お
た
の
し
み
会

　

け
ん
玉
教
室
&
認
定
式

　
　
　

日
（
土
）　

時　

分
～

１７

１０

３０

・
自
分
の
本
を
つ
く
る
会

　
　
　

日
（
金
）　

時　

分
～

３０

１９

３０

・
よ
み
ま
い
カ
ー　

　
　

３
日
・　

日
・　

日
（
土
）

１７

３１

毎週水曜日　休館日

３月
土金木水火月日

321
我987654
凶161514131211
24232221201918
31302928272625

松
川
町
図
書
館 　
　

緯　

― 
３ ミ 
７  
４  
６ 

ナ 

ヨ 

ム

３６

３
月
の
お
た
の
し
み
会

け
ん
玉
教
室
＆
認
定
式

　

図
書
館
で
で
き
る
こ
と
は
、
読

む
本
を
借
り

る
こ
と
だ
け

で
は
あ
り
ま

せ
ん
。

「
夕
飯
の
献
立
は
何
に
し
よ
う
」

「
こ
の
花
は
な
ん
て
い
う
花
か
な
」

「
テ
レ
ビ
で
見
た
○
○
に
つ
い
て
、

も
っ
と
知
り
た
い
」

　

な
ど
な
ど
、
そ
ん
な
日
常
の
疑

問
に
つ
い
て
、
図
書
館
が
お
手
伝

い
で
き
る
か
も
し
れ
ま
せ
ん
。

　

松
川
町
図
書
館
に
は
、
約　

万
１１

冊
の
本
が
あ
り
ま
す
。
課
題
解
決

方
法
の
一
つ
と
し
て
、
ぜ
ひ
図
書

館
を
ご
活
用
く
だ
さ
い
。

　

た
く
さ
ん
の
本
の
中
で
、
お
目

当
て
の
も
の
と
は
別
に
意
外
な
発

見
も
あ
る
か
も
し
れ
ま
せ
ん
。

　

そ
の
他
に
も
、
ビ
デ
オ
や
Ｄ
Ｖ

Ｄ
の
館
内
鑑
賞
・
貸
出
や
、
館
内
パ

ソ
コ
ン
の
イ
ン
タ
ー
ネ
ッ
ト
利
用

（
中
学
生
以
上
）
も
で
き
ま
す
。

　

毎
日
の
生
活
に
、
気
軽
に
図
書

館
を
ご
利
用
く
だ
さ
い
。

そ
の
悩
み
、図
書
館
が

解
決
で
き
る
か
も
？

「
マ
ー
ヤ
の
自
分
改
造
計
画
」

　

現
代
の
女
子
中
学
生
が
、　

年
５０

代
の
人
気
者
ガ
イ
ド
ブ
ッ
ク
で
本

当
に
人
気
者
に
な
れ
る
の
か
を
実

験
し
た
ノ
ン
フ
ィ
ク
シ
ョ
ン
で
す
。

新
し
い
環
境
へ
飛
び
込
む
方
へ
特

に
お
す
す
め
の
一
冊
で
す
。

３
月
の
お
す
す
め
本

　

３
月
の
お
た
の
し
み
会
は
、
け

ん
玉
教
室
で
す
。

　

技
を
磨
い
て
、

け
ん
玉
道
認
定
書

を
も
ら
お
う
！

　

初
め
て
の
方
の
参
加
も
大
歓
迎

で
す
。
図
書
館
ま
で
お
申
込
み
く

だ
さ
い
。

・
日
時
：
３
月　

日
（
土
）

１７

　
　
　
　
　

時　

分
～

１０

３０

・
場
所
：
図
書
館
え
ほ
ん
コ
ー
ナ
ー

・
対
象
：
保
育
園
～
小
学
生

小
さ
な
お
子
さ
ん
は
ご

家
族
の
方
と
一
緒
に
お

越
し
く
だ
さ
い
。

・
講
師
：
ア
ッ
プ
ル
け
ん
玉
ク
ラ

ブ
の
皆
さ
ん

・
持
ち
物
：
け
ん
玉（
お
持
ち
の
方
）

・
参
加
費
：
無
料

毎週金曜日
15：30〜

金曜
おはなし会

広
告

お申込み・お問い合わせは

精琴堂楽器店
飯田市銀座2-9　E-mail seikindog@orion.ocn.ne.jp

☎0265-22-7121

まずはお電話を

お待ちしております 汐４月２２日（日）３月２１日（祝水）３月３日（土）日程　
　コース

１０：３０～１０：００～ドレミらんどぷっぷる(２歳児）

１０：３０～１３：３０～おんがくなかよし（３歳児）

１３：３０～１５：３０～幼児科（４～５歳児）

※　ご参加いただくには事前予約が必要となります。

ヤヤヤヤヤヤヤヤヤヤヤヤヤヤヤヤヤヤヤヤヤマママママママママママママママママママママハハハハハハハハハハハハハハハハハハハハハ音音音音音音音音音音音音音音音音音音音音音楽楽楽楽楽楽楽楽楽楽楽楽楽楽楽楽楽楽楽楽楽教教教教教教教教教教教教教教教教教教教教教室室室室室室室室室室室室室室室室室室室室室 松松松松松松松松松松松松松松松松松松松松松川川川川川川川川川川川川川川川川川川川川川セセセセセセセセセセセセセセセセセセセセセンンンンンンンンンンンンンンンンンンンンンタタタタタタタタタタタタタタタタタタタタターーーーーーーーーーーーーーーーーーーーー無無無無無無無無無無無無無無無無無無無無無料料料料料料料料料料料料料料料料料料料料料体体体体体体体体体体体体体体体体体体体体体験験験験験験験験験験験験験験験験験験験験験レレレレレレレレレレレレレレレレレレレレレッッッッッッッッッッッッッッッッッッッッッスススススススススススススススススススススンンンンンンンンンンンンンンンンンンンンン実実実実実実実実実実実実実実実実実実実実実施施施施施施施施施施施施施施施施施施施施施中中中中中中中中中中中中中中中中中中中中中ヤマハ音楽教室  松川センター無料体験レッスン実施中！！！！！！！！！！！！！！！！！！！！！！
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